
京丹後長寿コホート研究

＜目的＞ 長寿、特に健康長寿の背景因子を明らかにすること．

＜意義＞ 京丹後市は元気なお年寄りが多く、人口当たりの100歳以上の人口比率
が全国平均の約3倍であり、この研究で健康長寿の医学的メカニズムが明らかとなる

事で、将来の医療の進歩に大きく貢献できるものと期待しております。

Jeanne Calment 
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京丹後市立弥栄病院
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百寿者数（10万人あたり）の比較 [住民基本台帳(2023/1/1現在）から]

2.8倍

人口 百寿者 百寿者/10万

与謝野町 20096 36 179.1

伊根町 1942 4 206.0

宮津市 16538 22 133.0

京丹後市 51542 118 228.9

京丹後地域 90118 180 199.7

京都市 1334896 1095 82.0

全国 122423038 87828 71.7



＜調査内容(抜粋)＞

①問診：家族構成，既往歴，薬物服用状況，労働状
況，婚姻状況、学歴、同居状況、交流、要介護度、
日常生活状況（Modified Rankin Scale）、作業量、生
活習慣(喫煙，飲酒，運動，睡眠等)等

②食事調査(BDHQ：簡易型自記式食事歴法質問票等)

③身体計測・身体組成測定(身長，体重，体脂肪率，
骨密度，ウエスト/ヒップ比，腹囲，高精度体成分分
析装置InBody等)

④循環器・動脈硬化関連検査(血圧，心電図，心エ
コー(弁の石灰化)，血圧脈波(血管年齢)，CAVI,baPWV
等)

⑤肺機能検査

⑥体力・運動機能検査

⑦血液検査

⑧便検査

⑨尿検査

⑩聴力検査

京丹後長寿コホート研究における検査項目と参加診療科

⑪皮膚科検査（褥瘡、経皮水分蒸散量、皮膚水分量等）

⑫歯科検査(残存歯数測定，歯周病検査，刺激唾液量測
定，咀嚼能力検査等)

⑬整形外科検査(関節可動域(膝・股関節)，超音波検査
(膝)，レントゲン(頚部・腰部・股関節・膝)，四肢・体幹
筋力測定，ロコモティブシンドローム関連測定等)

⑭AGEs(Advanced Glycation End-product)測定

⑮呼気ガス測定(NO，CO，CH3，H2等) 簡易脳機能測定
(fNIRS等)

⑯CT装置（３２０列）による全身ＣＴ検査

全ゲノム解析

＜研究予定期間＞

2017年8月～2050年3月31日予定

＜本学臨床科＞

総合診療科、循環器内科、腎臓内科、消化器内科、内分泌
代謝内科、神経内科、血液内科、精神科、脳神経外科、産
婦人科、眼科、皮膚科、泌尿器科、耳鼻咽喉科、整形外
科、リハビリテーション科、歯科

CT装置（３２０列）による全身ＣＴ検査 1-2名/日で4-500名/年で実施中。
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京丹後長寿コホート研究



京丹後市 健康長寿福祉部 健康推進課と共同作成

長寿の限界に挑む研究成果を
人類の健康長寿に！

百寿人生レシピ集（日本語版）2022/8/21発行



京丹後市 健康長寿福祉部 健康推進課と共同作成

百寿人生レシピ集（英語版）2023年発行



• 弘前大学を核とした文部科学省のCOI（Center of Innovation）プログラムにおいて、本学が参画研究機関の一つとして、2017年より
健康データを蓄積し、全国の13大学と連携した取組を進めている。

• 本研究は、研究機関のみならず、企業やマスコミ等から多くの注目を集めており、今後の更なる産学官連携による取組の深化とイノベーショ
ンの創出が期待されている。

京丹後長寿コホート研究

約2,000項目にもわたるデータ
分析

✓ 社会環境的データ（職業、学歴、
日常生活等）

✓ 個人生活活動データ（食事、睡
眠、趣味等）

✓ 生理・生化学データ（腸内細菌、
血管年齢、血液検査等）

✓ 分子生理学的データ（ゲノム
等）

病院と連携したコホート研究によ
るビックデータ化

✓ 長寿のまちである京丹後市の
約1,000人（65歳以上）の
データを６年にわたり蓄積

✓ 弘前大学を核としたCOIプロ
ジェクトの連携により、6,000
人を超えるデータベース基盤
を整備

京丹後市の長寿の秘訣を科学的
に解明

✓ 京丹後市民は社会活動や運動
の時間が長く、食週間も食物
繊維を多くとることが分かっ
ており、
• 血管年齢が全国平均より

10歳程度若い
• 腸内細菌の善玉菌が多い
などの分析結果

産学連携によるイノベーションの
創出

✓ 京丹後市におけるスタディツ
アー等を実施し、多くの企業が
参加（味の素、小林製薬、カゴ
メ、ロート製薬等）

✓ 弘前大学を核としたCOIプロ
ジェクトは、20社からの大型
投資

内藤 裕二 教授

京都府立医科大学
大学院医学研究科

腸内細菌研究
の第一人者で
京丹後市と京
都市の比較調
査等の研究を
実施 的場 聖明 教授

京都府立医科大学
大学院医学研究科

疫学研究の第
一人者で京丹
後市における
長寿のコホー
ト研究の全体
を統括

長寿は後発優位性が低く、産業面
の高い競争優位性を確保

一般的には50～100項目のため、
精緻な分析が可能

数年に渡るビックデータ化により、
コア技術として確立

各研究分野の第一人者が参画し、
質の高い研究を実施

奥野 恭史 教授

京都大学
大学院医学研究科

ビックデータ
解析の第一人
者で京丹後市
のデータ解析
を実施

村下 公一 教授

弘前大学
健康未来イノベーション
研究機構医学研究科

短命県である
青森県で健康
を基軸とした
COIプロジェ
クトの戦略を
統括
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